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国⽴国会図書館の図書等のデジタル化についての提⾔ 申⼊
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国⽴国会図書館の図書等のデジタル化についての提⾔（2020年9⽉1⽇）

5年間で総額207億円の予算措置を提⾔︕
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国会図書館デジタル化の状況（2020年時点）

ü 国⽴国会図書館には年間約43万点の納本があるが、
デジタル化の能⼒はわずか2万点/年（5％弱、予算2.3億円）

ü 所蔵1,240万点中デジタル化済みはわずか244万点（20％）
（主に1968年以前の発刊の書籍）

ü デジタル化していても、OCRされておらず全⽂検索ができない
ü 書籍は紙で納品されている。また、有償電⼦書籍、新聞社のネット
記事等は納品されておらず、アーカイブされていないのが現状

現状

ü 1969〜2000年まで刊⾏の出版物を5年間でデジタル化
ü 図書館納本制度の在り⽅の検討

ü デジタル化経費 38億円×5年＝190億円
ü OCRの開発、ストレージの強化等 17億円（初年度）
ü 計207億円（既定経費での措置が難しいため枠外での措置）

対策



Page No. 4

国会図書館デジタル化の前提と課題（2020年時点）

全国の
図書館が閉館
（研究・教育等に
多⼤な影響）

・誰もがデジタル化の恩恵を受けられる体制整備などを通じて、ICTリテラ
シーや情報モラルの向上を図り、デジタル格差対策を推進する。
（P18）
・STEAM⼈材の育成に向けて、教育・研究環境のデジタル化・リモート
化を推進する（P28）
・研究のデジタル化・リモート化・スマート化の推進に向けた基盤の構築を
図る。（P30）

コロナ禍 ⾻太の⽅針2020

課題

・著作権法上、国会図書館のみが全ての書籍の保存の為の複製（デジタルアーカイブ）を認めら
れているが、デジタル化が進んでいない（デジタル化されているものも本⽂検索ができない）
・図書館送信（後述）の範囲が限定されているため、国会図書館に来ることが出来ない⼈が国会
図書館の資産を活⽤できていない
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国会図書館デジタル化の概況【新規】（2020年時点）

図書館の恒常的な予算では、当年度納本された本のわずか5％しか電⼦化
する能⼒を保有していない

年間納本件数 年間デジタル化件数

（予算2.3億円）

※令和元年度実績、納本点数には官公庁出版物（⼀部デジタル化不要のものもあり）を含む

約43万点

図書17万点
雑誌26万点

デジタル化能⼒は
5％弱

約2万点
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国会図書館デジタル化の概況【既存】（2020年時点）

1969年以降の図書等（80％）は電⼦化されていない

ネット公開(著作権期間満了) 37万点（15%）

図書館送信*(絶版) 147万点（60％）

館内限定(その他) 60万点（25％）

計 244万点（100％）
1969年以降刊⾏の図書等

1968年以前
刊⾏の図書等

（244万点︓20%）

蔵書全体1,240万点
*図書館送信︓登録した国内外の図書館等約1,200機関
から、絶版等資料を利⽤できるサービス。
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⽬指すべき姿と今後の実施事項・予算（2020年時点）

ü 既に蔵書されているものについては、早急なデジタル化と全⽂テキスト化
の実現（取り急ぎ2000以前刊⾏の165万点について電⼦化）

ü 有償電⼦書籍等の納本や紙に加え、データでの提供の実現
⽬指すべき
姿（仮案）

予算

■今後5年間での実施事項

ü デジタル化経費︓38億円×5年＝190億円
ü OCRの開発、ストレージ増強等のシステム経費︓17億円
ü 合計 207億円（5年間）

検討 ü ⾃⺠党知財調査会デジタル⼩委での納本制度の在り⽅についての検討


